
 2023.8.7 

 堀井章⼦ 

 県内⾼校⽣の⼊⼝と出⼝ 

 ＜論点＞ 

 ⽣徒の希望に基づき学科の定員を決めるか、他の要素を考慮するとしたら何が考えられるか。 

 よって、以下にある教育委員会の提案は、コンセプトや具体的な⼿法を検討したい。 

 資料「教育委員会が考える募集定員の設定と提供する学び それに対する課題」より 

 ⼤事なことは、ここにある「育成」や「職業訓練」「教育」に加えて、⽣徒⾃⾝が⾃らのアイ 

 デアで産業界に変化を起こせると認知できる機会を作ることである。それが彼らの就業のイ 

 メージが明確化され、習うことへ意欲が増加すると考える。 

 教育界は、産業界とともに若い世代の叡智を伝統的な匠の技術とコラボレーションさせ、必ず 



 しも「⼈⼿」に頼らずとも産業の進化に寄与するようなアイデアを作り上げるというコンセプ 

 トで、協働することを検討したい。 

 ＜検討の経緯＞ 

 １ ⼊⼝と出⼝の⽭盾 

 以下、２点を踏まえていくつかの疑問（確認したいこと）が⽣じた。 

 （１）教育委員会の前提 

  ・⽣徒の希望に基づき学科の定員を決める（⼊⼝） 

  ・職業科で学んだ⽣徒が、その専⾨以外の進路を選んでいる（出⼝） 

 （２）資料「教育委員会が考える募集定員の設定と提供する学び それに対する課題」より 

  進路・就職相談にのる多くの教員が直⾯する上記の実態がどのようなものかによって、検討 

 する事項が変化する。例えば②はその⽣徒にあった学び⽅に出会えなかったとも考えられる。 

 また③の経済的理由からより経済性の⾼い就業先を選び家計を⽀える場合に、⾼校の選び⽅と 

 して「せめて⾃分の好きなことを学びたい」かもしれない。 

  資料「⻑野県内⾼卒者の求⼈数・内定者数(R3末実績)」から、製造業は圧倒的な求⼈数であ 

 る。しかし、他業種に⽐べて内定率が⾼く⾒てとれる。この要因は例えば、製造業の年収⽔準 

 が他の業種と⽐べて⾼いのか、または企業規模が⼤きく安定性があると判断されるのか。仮に 

 その場合、就業を検討する者として好材料になる。 

  ⼀⽅で、製造業であっても「商業科」の知識は企業で働くための基礎知識として活⽤できる 

 と推定され、また、製造業でも⾷料加⼯やバイオテクノロジー、環境を取り扱う業種などは 

 「農業科」で学ぶ知識は活⽤できるのではないか。 

  提供されたデータだけでは、⼊⼝と出⼝の⽭盾があるとは⾔い切れないと考える。ここで⾔ 

 う⽭盾とは、各職業科で学んだことを活かして就職していないと考えることであるが、実際に 



 ⾼校卒業者がその⽭盾があると認知しているのだろうか。 

  また、⾼卒者の就職のみならず、⼤卒者であっても必ずしもその専⾨性を認められて就業し 

 ているとは限らないというデータが複数ある。以下、⼀例を挙げる。特に⽣物・農業・⽔産系 

 は40％超の卒業⽣が学んだ専⾨性が就職活動で評価されたと「あまりそう思わない」「まった 

 くそう思わない」と回答している。 

 （出典：就職みらい研究所プレスリリース 株式会社リクルート2021年８⽉６⽇） 

 https://www.recruit.co.jp/newsroom/pressrelease/assets/20210806_hr_01.pdf  ） 

  この傾向は、就業してから仕事を学ぶ、また被雇⽤者を育成するという⽇本の雇⽤慣⾏によ 

 るものもあるであろう。 

 ２ 産業界の要請を考える 

  ⻑野県に限らず、国内は⽣産年齢⼈⼝の減少が⼤きな課題である。企業が“より良い”⼈材を 

 求めるのは企業発展または存続のためには当然の要請であろう。しかし、保護者はどこかの企 

 業のための「労働者」を産んだのではないことを意識したい。もちろん社会に貢献する⼈で 

 あって欲しいという願いもあることはとてもよく聞かれる。⼈は何のために働くのか。社会課 

 題の解決、家計の維持、将来実現したい未来のための蓄え、など⼈それぞれである。 

  産業界は、⼈⼿を確保できないという課題の解決に対して、教育界に卒業⽣を送り込んで欲 

 しいという要請では⽴ち⾏かない状況であることは、資料の求⼈数と実際の就業者数の乖離か 

 らみても推測できる。⼈員数維持または増加以外の対策を講じる必要に迫られている。 



 ３ 未来をつくる中⾼⽣の進路を考える 

  加速度的に変化する社会において、教育界は「正解のない課題」に取り組むことを考える教 

 育活動を推進している。 

 以上 

  この度は⽋席となり⼤変残念であると同時にお役に⽴てず申し訳ございませんでした。同⽇ 

 は、私ども⽩⾺インターナショナルスクールにて、県⽴⾼校の先⽣⽅もご招待して、プロジェ 

 クト型学習（PBL）の研修を実施しております。本研修では⽶国サンディエゴにあるハイテッ 

 クハイ（High Tech High、映画『Most Likely to Succeed』ご参照）よりPBLの実践者であ 

 る教員を招聘し、最先端のPBLを学び合います。私はその⽇本⼈講師の1⼈であるため、今回 

 はそちらに専念させていただきたくご理解のほどよろしくお願いいたします。 


